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円高圧力の持続と反動の揺り戻しにらむ 

米日株、月末要因、米欧日の中銀会合など焦点 

今週の為替相場は全般的な円高・外貨安の圧力持続と、反動の揺り戻しをにら

んだ展開となる。週間予想はドル/円が155.30－158.30円、ユーロ/円が

174.30－178.30円。前週は米AI企業の債務懸念や株価続落などにより、安全資産

の米国債が買われ、米債金利の低下（米債価格は上昇）がドル安の要因となっ

た。日本でも国債が買われ、こちらは国債価格の反発（金利は低下）が円高に作

用している。米日株の下落とリスク回避も円高を促した。今週は米日株や月末要

因、米欧日の中銀会合などが焦点になる。 

 
リスク回避相場、中間選挙までの持続と一服にらむ 
 
今週の為替相場で注目されるのは、米日株の動向だ。前週にかけてはAIを始め

としたITハイテク企業の債務不安や資金調達懸念、決算発表の内容嫌気や今後の

決算発表の警戒感などにより、AI関連株が主導する形で米日株が続落となった。 

安全逃避により、安全資産である米国債は買い戻しとなっている。米債金利は

低下（米債価格は上昇）となって、全般ドル安が後押しされた。世界的な国債の

買い戻しにより（フランス等を除く）、海外での金利低下がドル/円のほか、ク

ロス円（円の対非ドル通貨相場）取引でも全般円高と外貨安につながっている。 

前週にかけての全般円高について指摘されている要因は、その他に「日本国債

も買い戻され、日本の国債価格反発が円高につながった（これまでの日本国債売

り・円売りの反動）、「日本株の下落により、これまでの海外投資家による日本

株買い・円売りが巻き戻された（円安による保有日本株の「為替差損」に備えた

先物での円売り為替ヘッジ等の巻き戻し）」、「世界的な株安とリスク回避のな

か、円調達による世界の高リターン投資といったキャリー取引が巻き戻され

た」、「世界的に各種資産が下落となるなか、これまでの大幅下落で相対的な下

落余地の限られる円に安全逃避の買いが入った（割高過熱が警戒されるAI株等と

は正反対の割安感）」――といったものがある。 

一方で前週にかけてのAI株急落と、米国債など世界的な国債の買い戻しについ

ては、短期的なポジション整理やヘッジ対応、利益と損失の確定が影響した、と

いった見方も少なくない。具体的には、米国の投信など各種ファンドによる年末

決算対応や、10月後半にかけて相次ぐ米国のIT・AI企業などの決算発表に備えた

未然対応、10月後半の米欧日の中銀会合や11月3日の米国・中間選挙に備えた未

然対応といった要因によるものだ。 

その点で今週から11月3日の中間選挙、その後の結果判明にかけては、リスク

回避相場と米日株安、円高について、持続と一服を見極める展開となる。クロス

円に関しては、利上げ余地のある英ポンド、カナダ・ドル、豪ドル、NZドルなど

に関して、対円での押し目買い需要の余地が焦点になる。 

今週は国内外で月末を迎える。週末30日の月末にかけては、貿易決済や資本取

引などで、特殊なドル買い、ドル売りなどが発生する可能性や、前週にかけて優

勢となった円高やドル安などについて、ポジション調整的な反対方向の巻き戻し
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ドル／円の日足；３１日移動平均線を中央値のボリンジャーバンド

３１日平均を下抜けの局面では、バンド下限方向が短期的な下値メド

３１日平均方向が上値メド、３１日平均上抜け局面ではバンド上限方向が上値メド

ドル／円 バンド上限＝１５９．６８
３１日平均＝１５７．５０ バンド下限＝１５５．３３

※↓

※３１日平均
焦点

余地が注視される。 

米国株市場では今週、ITハイテク関連を始めとした主力企業の決算発表が相次

ぐ。決算内容に一喜一憂となる不安定さも警戒されやすい。その他の注目点は以

下。 

＜ドル/円、週足の下値抵抗線巡る攻防＞ 

為替相場のドル/円は週足テクニカルで、昨春以降のドルの複数下値抵抗線に

ついて、上下動を経ながらも上抜け維持や回復ができるか。完全に下抜けていく

かの攻防が続いている。 

ブルームバーグのレートによると、前週末10月23日時点における下値抵抗ライ

ンの数値は以下のようになっている。週足・一目均衡表の雲上限（先行スパン

1）157.26円（今週は157.15円）、60週移動平均線156.77円、週足・一目均衡表

の転換線156.64円、75週移動平均線154.63円、40週移動平均線を中央値のボリン

ジャーバンド・バンド下限153.82円など。 

＜ユーロ/円の週足RSI、2019年以来の低水準＞ 

為替相場のテクニカルで、買われ過ぎ、売られ過ぎの参考となるのがRSI指数

だ（相対力指数）。ユーロ/円は9月からユーロ安が加速される中、週足ベースで

のRSI指数は前週末10月23日に33.1％となっている。直近最高である７月の

61.0％から急低下し、2019年9月以来の低水準となってきた。数字が小さいほど

下落方向での過熱感が示され、短期的にはユーロ安に「売られ過ぎ」の過熱サイ

ンが見られ始めている。 

2019年時にRSIの最低は、8月に25.4％までの低下場面があった。目先のユー

ロ/円は一段のRSI指数低下とユーロ安のオーバーシュートがあるか。あるいは今

週からユーロが下げ渋りに移行し、上下動を経ながらも一旦の下落一服と反発に

向かうかの見極めとなる。 

＜米FRBのFOMC、長期金利の反応注視＞ 

今週の米国市場では、10月27－28日にFRBがFOMCを開催する。市場予想は現状

維持。米国では直近指標などでインフレ上昇圧力が示されており、利上げ賛成委

員が出てきたり、FOMC声明やウォーシュ議長の会見などで、インフレ警戒姿勢が

強調されると、12月利上げが意識され、短期的にドル高の余地がある。 

一方で10月中旬以降は、米国の長期金利が低下となっている（米債価格は反

発）。その中でFRBがインフレ封じに強固な姿勢を示すと、先行きインフレ抑制

への政策信認の高まりにより、長期金利は低下基調が後押しされる余地もある。

その点でFOMC直後にドルは上下動となっても、ドルが再下落となる可能性は無視

できない。 

＜ECB理事会、仏国債への目配り示唆焦点＞ 

今週の欧州市場では、10月28－29日にECBが理事会を開催する。市場予想は現

状維持。ユーロ圏では、フランス（仏）の市民デモ激化や政治・財政・国債不安

などが懸念材料になっている。 

最近では17日にラガルドECB総裁が、欧州での国債売りと長期金利の上昇によ
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ユーロ／円とスイス・フラン／円；４０日移動平均線を中央値のボリンジャーバンド

４０日平均を下抜けの局面では、バンド下限方向が短期的な下値メド

４０日平均方向が上値メド、４０日平均上抜け局面はバンド上限方向が上値メド

ユーロ／円（左軸） バンド上限＝１８２．６０ ４０日平均＝１７８．６３

バンド下限＝１７４．６７ スイス・フラン／円（右軸） バンド上限＝１９４．１０

４０日平均＝１９０．６８ バンド下限＝１８７．２５

※４０日平均
焦点

※
↓

※
↓

り、「ユーロ圏の借り入れコストが上昇し、経済成長が抑制されて、最終的に

インフレも鈍化する」との見方を示した。こうした発言は、利上げ慎重の受け

止め方もできる。29日のECB理事会で先行きの利上げ強化姿勢が抑えられるよう

なら、短期的なユーロ安の可能性がある。 

一方で今回のECB理事会では、仏国債の下落による信用不安の伝播・拡大「阻

止策」も注目されやすい。少しでも仏国債を含めた市場安定化への目配り策が

示唆されると、全般ユーロ高の可能性も残されている。その場合、円相場はリ

スク回避の後退とユーロ/円でのユーロ高・円安主導により、全般的な円安とい

う展開もあり得る。 

＜日銀会合、総裁会見後に円安なら対応警戒＞ 

今週の日本市場では、10月29－30日に日銀が政策会合を開催する。市場予想

は現状維持。会合で利上げ賛成委員が出たり、植田和男総裁の会見などで12月

利上げや今後の利上げペース加速、利上げ余地の残存が強く示唆されると、全

般的な円高の要因となる。 

日銀総裁の会見後には、一旦の材料出尽くしなどにより、円安に振れる可能

性もある。ただし今年の傾向として、日銀会合と総裁会見のあと、直後の欧米

市場を含めて大幅な円安が進む局面では、日本の財務省・日銀による円安抑止

のレートチェックや円買い市場介入が観測されてきた。その点で30日の日銀会

合後には、円安抑止の政策対応にも注意を要する。 

 


